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場合 とに分けて､最近 1年間の計算の結果が報告された｡ i)については､午
前に大塚氏が講義された｡rNoニトriagエeticlocali云ed sもatesの効果 ｣ に5i
つlハて計算結果 を長島が報告 し､Ae-B血 系ではAnisotrc}py隼よる影響 と
localizied.-Sもatesの影響は-応分離 して考えてよい ことが示された.
ii･)については､不純物近傍におけるオーダ- ･ノてラメーク-の空間的変化
超伝導 と強麓性の関連, S-d異常性 と超伝導の問題の討議が予定されてレ1た
が､実際には最後のものに限定されたOまず川村がKolido 効果のような spin
の dy坤micalな振舞い隼よる効果を取 り入れる方法 を示 し､改姓不純物 の
O(J3二)の効果につレ､て論 じた O 歌 レ卜で､宗ロが超伝導体中の準粒子の一個 O不
純物原子による散乱断面寮を摂動で計算 し､ある条件のもとで､その摂劫が発
散することを指摘 した . 松浦は､この発散が束縛状態の存在 と結び二つレユている
可能性があると してt. 束縛状鰻のエネルギ-a,の分痕式を調べ､その解は 諾=





長 島 憲太郎 (乗数大理)
NonペコagneTicな局在状態が､超伝導体gj中にあるとき､どんな影響が超
伝導体に現われるかについて､実験面の報告は大塚氏によってなされている .
ところで芙蔭には､超伝導体は等方的ではない｡ したがって非等方的である こ
とによって生ずる遷移温度の変化を､笑刺された遷移温度の変化か ら差 し引h
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